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世界史とは，自由の意識の

進歩以外のなにものでもない
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医 師 間ム一
A 行 事月

※3月14日〈火)理事会於医師会館午後
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0協議事項 (1)昭和53年度予算案の検討

について (2)昭和53年度光市医師会会

務分担について (3)呼吸器疾患調査につ

いて は)郡市医師会役員の傷害保険につ

いて

唱託医の件 (4)被爆者健診について (5) 

子宮癌健診について (6)母子家庭に対す

る医療費助成制度について (7)徳山血液

配給出張所の廃止について (8)労災診療

費の取般いについて (9)最低賃金の改定

等について (10)昭和 53年度予防接蒋実

施計画について (11)産業医の契約につい

て0連絡報告事項 (1)医師国保組合会議報告

(2)郡市医師会長会議報告 (3)光市警察署

光市医師会会務分担表
昭和 53年 4月

氏 名 県医師会関係 光市医師会関係 備 考

林 孝之 県医師会代議員 よ~ 務 全 般 -. 
県医互助金支部長

医師国保組合会議員

医師連盟支部長

福本寿雄 県医師会予備代議員

住 民 保 健 住 民 保 健 予 防 接 持

住 民 鍵 考関5人9 

健 康 教 育

呼股器疾患調査

報大野宗ニ 広 会報広 報

庶 務 報告・縄則険・集研会究
松村晴正 保 険 保 険 保険診療 ・保

生 保 嘱 託 医

光市国保運営委員

医 業 医 業労務 . 税務
適 配 委 員 会

県 内 科 医 会 光市内科医会長

富恵 哲 紛 争 対 策 紛 争 対 策 |医 事 紛 争

麻 薬 対 策

地域救急医療 地域救急医療 |休日輪番当直 f
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災 :労災指定医

健 |産業医

健 |学校保険研修

学校保健委員会

体育大会 ・表彰

会員穂陸

助互 助

術医学研修
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昭
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部

広田通男、濃川正信、山崎博美

渡辺貞雄、渡辺 幹、丸山正道、平岡儒朗

前田俊男、河村俊男、中村閏雄、山弁英雄

高畠 i祭、小嶋史郎

三菅大三、河内山正、森田耕一郎、森本哲雄

哲本庶正一、 近藤龍一、丸岩巌

哲前田俊男、 田尻常太郎、高鳥海、小~史郎、河村俊男

次 |梅田馨、藤村朴、守友雅彦

次 |中島恕介、吉田三彦、森昇

二|河内山清、田中信彦、中村琢夫、田村勝司

ニ |伊藤慶二
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前田俊男、高畠

顧

田尻常太郎

j葉

浪 、

裁定委員

前田俊男、田民常太郎、高畠

小嶋史郎、河村俊男
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歴代日本医師会会長

光市医師会報

14年 7月

11年 7月

大正 5年 11月
昭和 6年 6月

昭和 6年 7月
昭和 18年 1月

昭和18年 2月
昭和21年 3月

柴三郎里北

多島北

3年 1月

( 

l年 7月

6月

2年

4月

1年 6月

昭和2]年 4月
昭和22年 11月

昭和22年 8月
昭和23年 3月

昭和23年 3月
昭和25年 3月

昭和25年 4月
昭和お年 8月

昭和お年 8月
昭和計年 1月

昭和幻年 1月
昭和幻年 2月

土
ロ竜田稲

彦

事

明

寿山

原

橋

中

榊

高

雄猛宮田

弥三郎口谷

， . 1月明橋高

2年 1月
昭和訂年 2月
昭和泊年 3月

昭和29年 4月
昭和30年 9月

雄猛宮田

1年 5月

昭和30年 9月
昭和30年10月

潤沢黒

( 
l月

昭和30年 10月
昭和 32年 3月

昭和32年 4月
至 現在

彦寿山中

l年 5月清'惟畑

光市小周防 1633の2林医院内

光市医師会
TE L 0833 fl百一2601

林孝之

会報編集委員会

光市御崎町

中村印刷株式会社

所

者
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医療制度改革の法案が、見切り発車で国会iζ

提出されるかも知れない。自民党の保険制度

改革要綱と日医の要綱案には著しい思考の相

違がある。南風しきりに春を呼ぶけれど、 医

界の春はいつの日か。

水門の一本柳芽ぐみたり

太

あと

見武
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